
高山市議会ぎかいだより❼

・
地
方
債
の
繰
り
上
げ
償

　

還

５
０
６
４
万
円

・
基
金
の
積
立

19
億
２
６
９
６
万
円

・
駅
周
辺
整
備
事
業
費
な

　

ど
の
減
額

△
7
億
５
２
０
０
万
円

合
計
22
億
７
６
１
９
万
円

は
、
普
通
交
付
税
11
億
４

９
４
２
万
円
、
国
の
支
出

金
△
１
９
０
０
万
円
、
県

の
支
出
金
5
億
９
９
６
７

万
円
、
繰
越
金
10
億
８
８

３
１
万
円
、
寄
付
金
１
９

６
万
円
、
基
金
繰
入
金
△

8
億
４
９
３
７
万
円
、
※

臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
市

債
3
億
５
２
０
万
円
を
財

源
と
し
て
支
出
す
る
予
算

の
補
正
。
全
員
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
通
り
。

【
問
】
図
書
購
入
は
景
気

対
策
と
し
て
の
意
図
が
あ

る
の
か
。
書
店
組
合
な
ど

よ
り
購
入
す
る
の
か
。

【
答
】
そ
の
よ
う
に
予
定

し
て
い
る
。

【
問
】
文
化
会
館
の
駐
車

場
は
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と

駅
西
ま
で
行
く
こ
と
と
な

り
、
障
が
い
の
あ
る
方
に

は
不
便
だ
が
、
対
策
は
な

い
の
か
。

【
答
】
調
査
し
検
討
し
た

い
。

※
臨
時
財
政
対
策
債
と

は
？

　

本
来
は
国
が
地
方
交
付

税
な
ど
で
市
に
交
付
す
べ

き
も
の
を
、財
源
が
無
い
の

で
市
が
代
わ
っ
て
借
り
入

れ
す
る
。借
り
入
れ
し
た
も

の
は
次
年
度
以
降
の
交
付

税
な
ど
で
加
算
さ
れ
る
。

〈
議
第
18
号
〉
平
成
22
年

度
高
山
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

・
レ
セ
プ
ト
電
子
化
シ
ス

　

テ
ム
導
入
の
負
担
金

４
３
９
万
円

・
療
養
給
付
費
の
返
還
金

１
３
２
５
万
円

・
後
期
高
齢
者
の
負
担
金

１
７
６
万
円

・
賦
課
徴
収
費
の
増
額

２
０
０
万
円

合
計
２
１
４
０
万
円
は
、

国
の
支
出
金
７
１
５
万

円
、県
の
支
出
金
12
万
円
、

繰
越
金
１
４
１
３
万
円
を

財
源
と
し
て
支
出
、
直
営

診
療
施
設
の
医
薬
品
衛
生

材
料
費
の
１
５
０
０
万
円

は
、
繰
越
金
を
財
源
と
し

て
支
出
す
る
予
算
の
補

正
。
全
員
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

〈
議
第
19
号
〉
平
成
22
年

度
高
山
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
2

号
）

　

下
水
道
施
設
工
事
費
の

入
札
差
額
△
1
億
３
０
０

０
万
円
を
、
国
の
支
出
金

△
３
８
０
０
万
円
、
下
水

道
債
△
1
億
３
５
０
０
万

円
、
繰
越
金
４
３
０
０
万

円
を
財
源
と
し
て
支
出
す

る
予
算
の
補
正
。
全
員
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
通
り
。

【
問
】
入
札
率
が
70
％
を

切
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

事
業
者
が
厳
し
い
。
対
策

は
と
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
】
現
在
は
低
入
札
価

格
制
度
を
導
入
し
、
81
％

程
度
と
な
っ
て
い
る
。

〈
議
第
20
号
〉
平
成
22
年

度
高
山
市
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号
）

　

簡
易
水
道
施
設
建
設
費

の
入
札
差
額
△
２
０
０
０

万
円
を
、
簡
易
水
道
債
△

４
７
２
０
万
円
、
繰
越
金

２
７
２
０
万
円
を
財
源
と

し
て
支
出
す
る
予
算
の
補

正
。
全
員
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

〈
議
第
21
号
〉
平
成
22
年

度
高
山
市
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）

・
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

　

の
増
額

１
６
０
万
円

・
在
宅
介
護
慰
労
金
の
増

　

額

３
０
０
万
円

・
介
護
認
定
審
査
会
の
通

　

信
手
数
料
な
ど

１
４
０
万
円

合
計
６
０
０
万
円
は
、
国

の
支
出
金
１
６
０
万
円
、

県
の
支
出
金
80
万
円
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

２
２
０
万
円
、
繰
越
金
92

万
円
、
支
払
基
金
交
付
金

48
万
円
を
財
源
と
し
て
支

出
す
る
予
算
の
補
正
。
全

員
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
通
り
。

【
問
】
も
っ
と
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

【
答
】
介
護
保
険
の
支
え

あ
い
で
対
応
す
べ
き
も
の

だ
と
考
え
て
い
る
。

〈
議
第
33
号
〉
公
平
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

公
平
委
員
会
委
員
の
畑

中
正
郎
さ
ん
を
引
き
続
き

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
を

求
め
ら
れ
、
全
員
一
致
で

承
認
し
ま
し
た
。

3月定例会　結果報告

高山市民文化会館の駐車場


